

















が同二巻三号（昭一四・三）に発表さ 。続編は「ことさらに、月見草を選んだわけは……」から以降である。単行本は、七月刊行の『女生徒』 （昭一四 砂子屋書房）に所収。 『富嶽百景』 （昭一八、新潮社）に採録 以後、撰集全集、 一次にわたる筑
摩書房全集、新潮文庫『走れメロス』や角川・ちくま文庫等に収録され、広く読まれた作品である。
言及する必要性を感じていることは次の項目である。部分的に虚構は指摘されてい




































君、これは困る。いけないね。かう身勝手な、出鱈目を書かれては。――まるで妄想を事実の如く報告する。この手法はいつでも困るのに。そ がかう功利的に。利用されてゐては。 筆者の常識よりは。 良心の方を。 先づ疑はなければならないね（略）なんだ、自分でも氣がついてやつてゐるのだね。――どの程度だかは知らないが。右という 實を左にしてしまつて迷惑になるまいかもないものさ。とぼけてゐるのかな（略）だが最後まで讀んで見たつて嘘を書いたことの取消しなどある筈もあ まい。 （略）
太宰の作品は『創生記』に限らず全部幻想的といふよ
りは妄想的に出來てゐる。みな一つの夢である。悪夢である。夢のな に眞實を還元して計算するには一定の用意が必要であ 書かれ ゐることすべて事實と見ることは夢の全部を眞實と思ひ込むやうな幼稚に愚劣な錯覺である。尤も太宰はこれを奇貨として妄想 事 ませるやうな仕組み 書き上げてゐ 。それとも太宰自身が自分の妄想を自分で眞實と思ひ込ん ゐ も知れない 困つた者だ 自分がいふのは主としてこの點 ある。事實を事實と て知つてゐ自分は、事實が太宰の文章 上で（或は頭腦の中で どれだけ歪曲され 妄想化されてゐるかを明細に知つてゐる。しかし も全然知らない讀者が、身邊雜記―事實そのままの小説（この拙作などがその最適例）が行はれてゐる今日 妄想小説をも錯覺によつて事實小説と早合點すること ありそうな事である。恐らく
太宰はその逆效果を覘つてゐるものらしい。このトリックは忌々しい程效果を擧げてゐる――いや讀者が進んでこのわなに陷ちて行くやうに仕掛けられてある。
芥川賞を懇願し、 種々佐藤に世話になりながら公表した太宰の問題作「創生記」 （ 「新
潮」昭一一・一〇）に対しての一場面である。中条（宮本）百合子は封建的徒弟関係を酸鼻と評し、文壇で物議を醸すことになる作品である。 「事実が太宰の文章の上で歪曲され妄想化 ていること」 「事実そのままの身辺雑記が行なわれている今日」が注目されよう。つまり、事実を活写する小説や身辺雑記的小説 基本の時代に、事実を改変して小説化する太宰の方法は「妄想小説」と 言われてしまうということである。
この佐藤の昭和一〇年代の私小説観は大変重要で、明治時代の、特に後期自然主義
の流れを組む私生活の活写という方法が流れ込む私小説は、大正期 心境 や純粋小説等を内包して展開するが、昭和一〇年代での認識は、ほぼ佐藤の小説に言い尽くされていよう。少 批評の観点は異なるが、津島美知子の言辞を引いておこう。太宰の「善蔵を思ふ」 （ 「文藝」昭一五・四）をめぐる事実との齟齬である。 「私は嘘つきだと言われているが嘘みたいなまこと 話を語ろ 」として、先日にせの百姓女から八本の薔薇を買わされた箇所である。













































井伏氏は、人のなりふりを決して軽蔑しない人であ が、このときだけは流石に少し、気の毒さうな顔をして、男は、しか 、身なりなんか気にしないはうがいい、と小声で呟いて私をいたはつてくれたのを、私は忘れ い。
と主人公を温かく許容する。頂上については次のように記す。






















一箇所だけ私の訂正を求めたい描写がある。それは私が三ッ峠の頂上の霧のなかで、 浮かぬ顔をして放屁したと ふ描写である。 私 太宰君と一緒に三ッ峠に登ったが放屁した覚えはない。 それで太宰君が私のうち 来たとき抗議を申し込むと、「いや放屁なさいました」……（略）……
私は当事者として事実を知ってゐるの













































ありまして、皆で一緒にお邪魔にあがるつもりだつたのですが、いざとなると、どうも皆、 りごみしまして、太宰さんは、ひどいデカダンで、それに、性格破産者だ、と佐藤春夫先生の小説に書いてございましたし まさか、こんなまじめな、ちやんとしたお方だとは、思ひませんでしたから、僕も 無理に皆を連れて來るわけには、いき せんでした。こんどは、皆を連れて来ます。かまひませんでせうか。
新田の発言に「それでは、君は、必死の勇をふるつて、君の仲間を代表して僕を偵察に來たわけですね」といい、
「決死隊でした。 」新田は、率直だつた。 「ゆうべも、佐藤先生のあの小説を、も
ういちど繰りかへして読んで、いろいろ覺悟をきめて來ました。 」私は、部屋の硝子戸越 に、富士を見てゐた。富士は、のつそり默つて立つてゐた。偉いなあ、と思つた。「いいねえ。富士は、やつぱり、いいとこあるねえ。よくやつてるなあ。 」富士には、かなはないと思つた。念々と動く自分の愛憎が恥づかしく、富士は、やつぱり偉い と思つた。よくやつてる、 思つた。
ここには愛憎で心乱れる主人公と動じない富士を対置させ、富士を評価する。矮小な自分を印象付けようともしている。主人公が小説家太宰とわかることによって「昭和十三年の初秋、思ひをあらたにする覺悟で、私は、かばんひ つさげて旅 出た」に太宰初期作品群や種々の事件が重なり、重大な決意の旅であると読者に作者情報が流入され、かつ実在する佐藤春夫を出 実在する佐藤の小説「芥川賞―憤怒こそ愛の極点（太宰治）
 」 「改造」一八巻一一号（昭一一・一一）まで登場させ、主人公が作家太




































者のピュアな質問を誘発する。創作工程としては、婚約者の純朴さを描き、主人公の周囲に「純粋な人々」 配置 ことに成功している。 『富嶽百景』本文を見よう。

















た台詞を、愛子の存在を消去し、改変によって、婚約者のピュアな人間性を描き出すことに成功している。これには日時も操作している。この愛子の発言は、井伏と斎藤夫人に連れられて初めて石原家 行った「見合いの日」九月一八日（日）の夕刻のことである。作品の構成上、母堂への直訴の帰りに移したわけである。見合い当日では愚問だが、 「もう少し交際し みますか」を断る以上、結婚を前提とした二人の会話だからこそ（読者は私小説的装置によって太宰の実生活と二重写しにした、重い）過去を素直に語ろうとした主人公に肩透せの世俗 ら乖離したピュアな彼女の質問が生きてくるのである。事実は新田 訪問も見合い後ゆえ、 「見合い、 見合い日夕方バス停、新田、母堂へ 手紙、母堂・長姉ら 返信」の順序を入れ替え 巧み 小説の展開に即して事実を改変して利用している。
なお、 「続富嶽百景」は「ことさらに、月見草を選んだわけは」から始まり、昭和
一四年一月六日に甲府市御崎町五六の借家に転居 美知子が口述筆記 ている。つまり今例示 た「母堂への直訴」 「バス停まで 見送り」箇所も続篇内なので美知子自身から齟齬が指摘されなかったかというと、この二箇所は「もういい、自分で書く」と言って口述を止めた場面である。次の「甲府から帰つ 来ると」からラストまでまた口述筆記である。母、美知子と妹を改変した箇所は、さすがに太宰が自分で書いているわけである。
七、安閑な天下茶屋の大きな齟齬









「をばさん」が三十歳ぐらいであることが判明するが、太宰は当時二九歳。 「をばさん」こと外川ヤエ子氏は不幸にも平成一八年（二〇〇六）六月、ディ・サービスの車に乗車中の交通事故のため九七歳で死去するが 明治四二年（一九〇九）年生まれ太宰が存命だとすれば平成一八年は九八歳であ 。そう、 「をばさん」と呼称するおかみさんは、太宰 同じ年であることが判る。故意に同年代のおかみ を「をばさん」と呼び、暖かな家庭的な中 寛げる状況を作為的に描き出すわけである。第一〇次『全集』別巻の年譜によると、天下茶屋には当時、 「おかみさん」外川八





























あるが、ここも「母と娘一人」の母娘物語に改変する。 「娘さん」と う呼称から実妹とは解すことはできないし 「大柄 妹さん」 薪で肩を叩かれたら大変 。改変した純朴な温かい母娘の庇護下に置かれ主人公は再生するための日々を過ごすのである。
こうした「母娘物語」の設定は、 『富嶽百景』では、天下茶屋の母娘・婚約者母娘




























に触れ感動）／⑤山頂噴火口鳥瞰写真の富士→ありがたかった（相手 拝顔。肯定的。睡蓮 喩え見合い女性も暗喩）／⑥俗富士と俗能因西行聖→が かり（真贋判定学習中） ／⑦ガラス戸越しの富士→よくやってるなぁ （富士の度量大
vs
愛憎に動く私は小）
／⑧青燐燃えの富士→化 されて気取る（維新志士と化かされ有頂天に）／⑨御坂の雪の富士→いいねぇ（地元贔屓 娘の純粋さ 素直さに好感）／⑩月見草が良く似合う富士→巨大なものへの挑戦（私の肯定と文壇等の権威へ立ち向かう決意表明）／⑪水の精のような富士→めざす単一表現かも、 妥協しかける（富士を受け入れ 素地が形成）／⑫大親分の富士→よろしく頼む（遊女を任せられる保護者的存在へ 安心感）／⑬雪をかぶった富士→富士を受け入れ感謝（富士を受け入れ始める）／⑭富士山ありがとうお世話になりました→嫌悪していた富士を受け入れ感謝（人間的成長）／⑮酸漿に似ている富士→山の下り、甲府から た富士（嫌悪していた富士を受け入れ、融和。問題の克服。自立）
これらの富士をめぐる物語は、実に都合よく展開していくが、当然作為的でなけれ
ばこうはならない。六で見た事実の時間軸を変えての再構築と同じである。事実を利用しつつ改変するのは小説としての構成上の統一のためである。本稿では言及する紙数はないが、昼に咲かない月見草の佇立する様を路線バスから認識できるか、と同じである。母堂の家の庭が葡萄ではなく薔薇にな のと同じである。『富嶽百景』は、そのタイトルが示すように、富士山の様々な姿と、それに対する主人公の 「思念の変化」 を描き、 聖域の山で 「寛大に主人公を受け入れてくれ 先生」 と、
「純粋な女性たち母娘たち」とに触れ合いながら、 「主人公の救済と再生」を描く小説である。 「聖域で、純粋な母子やピュア 人々に接 、様々 富士の姿と対峙して嫌いな富士山を受け容れ 再生 ていく主人公を描いた物語」なのである。富士を受け入れていくプロセスに主人公の再生を重ねて くことがこの小説 眼目な である。
しかし、その「純朴なる登場人物たち」は、都合よく実在しない。そのために実在
する人物を「改変・脚色・削除・融合」等を用いて 物造形を増補していることは本稿でいささか見たように事実との齟齬から明白である。当時 「私小説」の範疇 はこれは 「妄想小説」 （佐藤春夫） と解されて まうが、 一つの作品を完結させるため 「小説の構築」としては、私小説の設定を装置 して活 た 計算された完成度 高作品と言うべきである。作品の展開上、必要なキャラクターを実際の人物 行動 改変して作り上げていく――この方法は創作過程論からは大変注目すべき執筆方法と実例になるである。
本稿が殊更、事実との齟齬を提示したのは、小説の展開上、必要なキャラクターの










をめざし旅に出、井伏の広く深い包容力、三ツ峠の茶店の懸命に説明する老婆や天下茶屋のおばさん・娘さん、見合い相手とその母堂、バスの中での老婦人等純粋な女性たちとのふれあいを通じて、抱える問題を克服し、再生する話である。富士は各場面に（写真であっても）効果的に登場し、主人公は嫌悪する富士を徐々に受け入れていく。再生した主人公は山を降り帰還する物語である。そこには「事実→改変・再編→仕掛け→小説化（虚構化） 」という創作過程が見事に顕現 ている である。註
（（）以下、本文引用は『太宰治全集』三巻（平一〇、第一一次筑摩書房版）に拠る。（（）吉本隆明 『言語にとって美とはなにか』 一巻 （昭四〇、 勁草書房）
 、 『定本言語にとっ


















一二・二） 。（（（）『太宰治全集』別巻・年譜 山内祥史氏） 昭和一三年の項（平四、第一〇次筑摩書房版） 。（（3）註
（（）前掲書。三谷氏も書簡からエピソードを組み立てたことを指摘される。










（3（）『太宰治集』上、解説（昭二四、新潮社） 。（3（）なお、天下茶屋の主人公・をばさん・娘さんという構成に小家族を見て取り、主人公に父性を読み取ろうとの説もあるが 大家族があたりまえの当時、かつ大家族で育った太宰は天下茶屋の母娘に主人公を加えて「家族 という認識は薄いと考えるべきだろう。むしろ客人的な旅の途上で出会うピュアな人々との交流で主人公の傷が癒されていく、という『伊豆の踊子』的な、アリス型の物語の話型を想定していると考えられる。（33）「 〈教材〉としての『富嶽百景』 」 「国文学解釈と鑑賞」六三巻六号、平一〇・六） 。（34）富士山を特殊区域と見なす認識は当然あり、御坂峠行きに際して北芳四郎の「霊山の気に打たれることにな しょう」 とのユーモアある発言にも垣間見られる。（3（）なお、こうした 美化した物語」が再び新たな「太宰像」を作っていくことは計算済みであろ 。故意に私小説と読ませたいのだから。こ 作品によって、聖婚でない甲府見合いの前にあ 嫁探し（カフェー一箇月通いでも見つからない嫁探しの奔走や誰でもい から小説家か劇作家志望と結婚させた 小料理屋の娘との破談など〈亡友〉 ）を消去し浄化する結果になる。
一一
